
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
は
、
世
界
の
日
本
語

教
育
の
現
状
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、
２
０
０
３
年
に
、

海
外
日
本
語
教
育
機
関
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
（
回
収
率

８
３
・
１
％
）。

今
回
の
調
査
で
は
、
２
０

０
３
年
現
在
、
海
外
の
１
２

７
カ
国
・
地
域
で
日
本
語
教

育
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
語
の
学
習
者
は
２
３
５
万
人
あ
ま

り
。
た
だ
し
、
こ
の
数
に
は
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
日
本
語
講
座
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
利
用
し
て
独
習
し
て
い
る
学
習

者
や
、
個
人
教
授
に
つ
い
て
日
本
語
を
学

ん
で
い
る
人
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
日

本
語
を
学
習
し
て
い
る
人
は
も
っ
と
た
く

さ
ん
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
語
を
学
習
す
る
人
の
目
的
は
、
日

本
文
化
に
関
す
る
知
識
を
得
た
い
、
日
本

語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た

い
、
日
本
語
と
い
う
言
語
そ
の
も
の
に
興

味
が
あ
る
、
の
３
つ
が
主
で
す
が
、
最
近

遠近　6
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100人 

凡例 

1,000人 

1万人 

10万人 

海外の
日本語教育の現状
日本語教育機関調査2003から

学習者数第1位は韓国で約89
万人。世界の日本語学習者の
約4割(37.9％)を占める。第2
位は中国で約39万人、第3位
はオーストラリアで約38万
人。この3カ国で世界の学習
者全体の約7割を占める

学習者数上位10カ国のうち、
韓国、インドネシア、オース
トラリア、ニュージーランド、
米国では、初等・中等教育機
関での学習者が過半数を占め、
ブラジルでは学校教育以外の
機関の学習者が8割近くを占
る。中国、台湾は、高等教育
での学習者の比率が5割超

0

100万 

200万 

1979年 

1984年

1988年

1990年

1993年

1998年

2003年 

（人） 

127,167

584,934

733,802

981,407

1,623,455

2,102,103

2,356,745

61.0%

8.7%0.6%

17.6%

北米　6.8%

中南米　1.6% 

西欧　2.5% 東欧　0.9%

0.2% 

東アジア 
大洋州 

東南アジア 

南アジア 

中東・アフリカ 

12.2%

64.8%

学校教育以外 

高等教育 
初等・中等教育 23.0% 

■ 

■ 

■ 

■ ■ 

■ 

■ 
■ 

■ 

（23.0%） 

（
61.8%

）
 

（
12
.2
%
）
 

● 
東アジア 
全体 

東南アジア 

南アジア 

大洋州 

北米 

中南米 

西欧 

東欧 

中東・アフリカ 

初
等
・
中
等
教
育
 

高
等
教
育
 

学校教育以外 

50%

50
%

100%

10
0%

0%

50%

100%

0%
0%

学習者は
アジア・大洋州で約９割

地域別の
日本語教育の特徴

国別日本語学習者数

日本語学習者数の推移

教育段階別学習者数

地域別の学習者数の状況

海外の日本語学習者は
127カ国・地域の235万人

６割強の学習者が
小中高生



で
は
、
日
本
と
の
経
済
関
係
を
背
景
に
し

た
も
の
に
加
え
て
、
日
本
の
マ
ン
ガ
、
ア

ニ
メ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム
、
映
画

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ

ャ
ー
に
対
す
る
関
心
か
ら
若
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

海
外
の
日
本
語
学
習
者
の
数
は
、
１
９

７
９
年
か
ら
２
０
０
３
年
の
間
に
１
８
・
５

倍
に
も
拡
大
し
、
日
本
語
教
育
機
関
の
数

も
１
０
・
７
倍
、
日
本
語
教
師
の
数
も
８
・

１
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
が
示

す
通
り
、
海
外
の
日
本
語
教
育
の
基
盤
は
こ

の
25
年
間
で
大
幅
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。a
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教育段階別の教師の状況

日本語教師の７割が
非母語話者教師

海外の日本語教師3万628人（台
湾を除く）のうち、日本語を母
語とする教師は約3割。約7割は
日本語を母語としない現地の教
師。日本語母語話者教師が1人
でもいる機関は4割弱。とくに
初等・中等教育機関では約2割
と低い

初・中等（n=6,711) 
高等（n=2,143) 
学校教育以外（n=2,247)

①日本文化知識 

②日本の政治 
　経済社会知識 

③日本の科学 
　技術知識 

④受験（大学・ 
　資格試験） 

⑤留学 
 

⑦就職 

⑥今の仕事 

⑮その他 ⑭父母の希望 

⑪継承語 

⑧日本観光旅行 

⑬異文化理解 

⑨親善交流 
（短期訪日、日 
　本人受け入れ） 

⑩日本語による 
　コミュニケーション 

⑫日本語へ 
　の興味 
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交
流
志
向

その他

実
利
志
向

知 識 志 向

初等・中等教育 

高等教育 

学校教育以外 

初等・中等教育 

高等教育 

学校教育以外 

130.4

19.9%

35.5%

 45.1%

47.2

29.9

（人） ◆教師１人あたりの平均学習者数 

◆日本語母語話者教師　比率 

初等・中等教育機関では、「異文化理解」と「受験
準備のため」が、高等教育機関では「将来の就職」
や「留学」が、また学校教育以外の機関では「将
来の就職のため」「今の仕事で必要」「留学」「受験
準備のため」の比率が比較的高くなっている

日本文化に対する関心、
日本語そのものへの興味

日本語学習の目的

「2003年海外日本語教育機関調査」の調査結果の概要をま
とめた『海外の日本語教育の現状―日本語教育機関調査・
2003年―（概要版）』は、ジャパンファウンデーションのホ
ームページ（http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/
survey.html）でダウンロードできるほか、市販（300円
（税込）／発売元・凡人社）もされている。また、詳細な分
析、集計表、調査機関一覧が掲載された『海外の日本語教
育の現状―日本語教育機関調査・2003年』（4800円（税
込）／発売元・凡人社）もある。

特集　　日本語で話しませんか 




